
2023年度 吉田学園情報ビジネス専門学校 情報システム学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 選択 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 23 時間数 45時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

% 

% 

100%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

学外での実習であり、企業における実際の仕事を通じて学習するため、各自の目標設定やスケジュール管理が大変重要となります。実習期間が有意義なもの
となるように、コミュニケーションをしっかり取りながら、目標達成を目指してください。

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

提出物

その他

履修主題 履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

社会実習Ⅳ インターンシップ企業の担当者

履修主題・
履修内容

演習

インターンシップによる企業実習を通じて、直接的に実践力を身につける。

インターンシップ企業先の週間業務目標を達成できるように、業務（研修）遂行に努力し、実務を通じて技術力の向上を図る。

テキスト・
参考図書等

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

インターンシップ企業先の担当者に、業務（研修）遂行状況について、相対的な判断にて評価してもらう。
「週間研修状況報告書」の提出をもって、外部研修の状況を把握する。

レポート

小テスト

✔



18

19

20

21

22

23

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

履修主題・
履修内容

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行



2023年度 吉田学園情報ビジネス専門学校 情報システム学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 選択 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 23 時間数 45時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

% 

% 

100%

履修上の
留意事項

回数
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演習

インターンシップによる企業実習を通じて、直接的に実践力を身につける。

インターンシップ企業先の週間業務目標を達成できるように、業務（研修）遂行に努力し、実務を通じて技術力の向上を図る。

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

社会実習Ⅴ インターンシップ企業の担当者

テキスト・
参考図書等

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

インターンシップ企業先の担当者に、業務（研修）遂行状況について、相対的な判断にて評価してもらう。
「週間研修状況報告書」の提出をもって、外部研修の状況を把握する。

レポート

小テスト

提出物

その他

履修主題 履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

学外での実習であり、企業における実際の仕事を通じて学習するため、各自の目標設定やスケジュール管理が大変重要となります。実習期間が有意義なもの
となるように、コミュニケーションをしっかり取りながら、目標達成を目指してください。

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

履修主題・
履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

✔



18

19

20

21

22

23 インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

履修主題・
履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する



2023年度 吉田学園情報ビジネス専門学校 情報システム学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 選択 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 23 時間数 45時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

% 

% 

100%

履修上の
留意事項

回数
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6
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演習

インターンシップによる企業実習を通じて、直接的に実践力を身につける。

インターンシップ企業先の週間業務目標を達成できるように、業務（研修）遂行に努力し、実務を通じて技術力の向上を図る。

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

社会実習Ⅵ インターンシップ企業の担当者

テキスト・
参考図書等

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

インターンシップ企業先の担当者に、業務（研修）遂行状況について、相対的な判断にて評価してもらう。
「週間研修状況報告書」の提出をもって、外部研修の状況を把握する。

レポート

小テスト

提出物

その他

履修主題 履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

学外での実習であり、企業における実際の仕事を通じて学習するため、各自の目標設定やスケジュール管理が大変重要となります。実習期間が有意義なもの
となるように、コミュニケーションをしっかり取りながら、目標達成を目指してください。

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

履修主題・
履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

✔



18

19

20

21

22

23 インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

履修主題・
履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する



2023年度 吉田学園情報ビジネス専門学校 情報システム学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 選択 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 23 時間数 45時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

% 

% 

100%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

学外での実習であり、企業における実際の仕事を通じて学習するため、各自の目標設定やスケジュール管理が大変重要となります。実習期間が有意義なもの
となるように、コミュニケーションをしっかり取りながら、目標達成を目指してください。

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

提出物

その他

履修主題 履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

社会実習Ⅶ インターンシップ企業の担当者

履修主題・
履修内容

演習

インターンシップによる企業実習を通じて、直接的に実践力を身につける。

インターンシップ企業先の週間業務目標を達成できるように、業務（研修）遂行に努力し、実務を通じて技術力の向上を図る。

テキスト・
参考図書等

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

インターンシップ企業先の担当者に、業務（研修）遂行状況について、相対的な判断にて評価してもらう。
「週間研修状況報告書」の提出をもって、外部研修の状況を把握する。

レポート

小テスト

✔



18

19

20

21

22

23

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行



2023年度 吉田学園情報ビジネス専門学校 情報システム学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 選択 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 23 時間数 45時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

% 

% 

100%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

演習

インターンシップによる企業実習を通じて、直接的に実践力を身につける。

インターンシップ企業先の週間業務目標を達成できるように、業務（研修）遂行に努力し、実務を通じて技術力の向上を図る。

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

社会実習Ⅷ インターンシップ企業の担当者

テキスト・
参考図書等

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

インターンシップ企業先の担当者に、業務（研修）遂行状況について、相対的な判断にて評価してもらう。
「週間研修状況報告書」の提出をもって、外部研修の状況を把握する。

レポート

小テスト

提出物

その他

履修主題 履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

学外での実習であり、企業における実際の仕事を通じて学習するため、各自の目標設定やスケジュール管理が大変重要となります。実習期間が有意義なもの
となるように、コミュニケーションをしっかり取りながら、目標達成を目指してください。

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

履修主題・
履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

✔



18

19

20

21

22

23 インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

履修主題・
履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する



2023年度 吉田学園情報ビジネス専門学校 情報システム学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 選択 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 23 時間数 45時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

% 

% 

100%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

演習

インターンシップによる企業実習を通じて、直接的に実践力を身につける。

インターンシップ企業先の週間業務目標を達成できるように、業務（研修）遂行に努力し、実務を通じて技術力の向上を図る。

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

社会実習Ⅸ インターンシップ企業の担当者

テキスト・
参考図書等

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

インターンシップ企業先の担当者に、業務（研修）遂行状況について、相対的な判断にて評価してもらう。
「週間研修状況報告書」の提出をもって、外部研修の状況を把握する。

レポート

小テスト

提出物

その他

履修主題 履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

学外での実習であり、企業における実際の仕事を通じて学習するため、各自の目標設定やスケジュール管理が大変重要となります。実習期間が有意義なもの
となるように、コミュニケーションをしっかり取りながら、目標達成を目指してください。

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

履修主題・
履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

✔



18

19

20

21

22

23 インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

履修主題・
履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する



2023年度 吉田学園情報ビジネス専門学校 情報システム学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 選択 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 23 時間数 45時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

% 

% 

100%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

学外での実習であり、企業における実際の仕事を通じて学習するため、各自の目標設定やスケジュール管理が大変重要となります。実習期間が有意義なもの
となるように、コミュニケーションをしっかり取りながら、目標達成を目指してください。

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

提出物

その他

履修主題 履修内容

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

社会実習Ⅹ インターンシップ企業の担当者

履修主題・
履修内容

演習

インターンシップによる企業実習を通じて、直接的に実践力を身につける。

インターンシップ企業先の週間業務目標を達成できるように、業務（研修）遂行に努力し、実務を通じて技術力の向上を図る。

テキスト・
参考図書等

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

インターンシップ企業先の担当者に、業務（研修）遂行状況について、相対的な判断にて評価してもらう。
「週間研修状況報告書」の提出をもって、外部研修の状況を把握する。

レポート

小テスト

✔



18

19

20

21

22

23

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行 インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

履修主題・
履修内容

インターンシップ企業先の担当業務（研修）について、実務を通じて学習する

インターンシップ企業先の業務（研修）遂行


